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皆さん、新年あけましておめでとうございます。令和５年、2023

年がスタートしました。この冬休み、生徒や先生の皆さんには大きな

事故などの報告もなく、新しい年を迎えられたことを嬉しく思います。

冬休みはゆっくりと穏やかに自分と向かい、過ごすことができたでし

ょうか。受験に向かう３年生は毎日勉強だったと思いますが、学習を

積み重ねることができたでしょうか。 

 相変わらずコロナ禍の困難さは続いていますが、それでも新しい年

を迎えるというのは、気持ちもリフレッシュします。心機一転、違う

自分、一歩ステップアップした自分を期待したくなります。夢や理想

への一歩を踏み出すよいチャンスです。 

コロナ禍、国内状況、世界の情勢は依然厳しいものがありますが、

悲観ばかりしていても、何も始まりません。みんなで知恵を絞り、自

分ができることから始めましょう。 

新しいアイディアに出会うには、自分のテリトリーを超え、たくさ

んの人と出会い、対話することが必要です。自分から動けば出会いは

いくらでもあります。リアルだけでなく、本やネットの世界にも出会

いがあるかもしれません。自分の外に出て学びましょう。きっと奇跡

的な出会いがあり、予想外な発見があり、それがあなたの生き方に何

らかの刺激を与えるはずです。自分に頑なにならず、アンテナを高く

張り、おやっ？と思うことに関心を寄せましょう。「違い」を排除せ

ず、その違いをいったん受け止めてみましょう。柔軟に受け入れるこ

とは、あなたの人生の幅を広げます。受け入れた「違い」は、その後

どうするかは自分で決めていけばいいのです。受け入れながら、自分

で決定していく中で知恵も生まれ、人間としても成長していくのです。 

人生何が起こるかわかりません。予測困難な時代だとも言われます

が、自分の人生、自分で納得しながら進みたいものです。 

さて、新型コロナウイルスもインフルエンザも心配されますが、感

染対策を講じながら、積極的に充実した高校生活になるよう勉強も部

活や生徒会などの諸活動も頑張りましょう。体と心の健康、何よりも

命を大事にして、みんなが笑顔で過ごせる学校をみんなで創っていき

ましょう。皆さんにとってよい一年となりますよう、そして兎年のと

おり、飛躍できる一年になることを願っています。 

 


